
凡例▶ 対対象（記載のない場合はどなたでも）　日期日　時時間　場会場　定定員（記載のない場合は定員なし）　内内容　講講師　持持ち物　

（5） 8・1・15（5）

不
動
産
活
用

�

セ
ミ
ナ
ー

労
働
者
向
け
セ
ミ
ナ
ー

働
く
人
の
た
め
の

労
働
保
険
・

�

社
会
保
険
制
度

意見を募集します

稲城市福祉権利擁護センター
あんしん・いなぎ

災害時は地域の助け合いが大切です。
1月15日～21日「防災とボランティア週間」
1月17日「防災とボランティアの日」

　市では「稲城市男女共同参画計画第五次男女平等推進いなぎプラン（案）」「第三次稲城市観光基本計画
（案）」の策定に向けて、意見を募集します。
対市内在住・在勤・在学の方
▷縦覧・意見の応募期間　2月3日（火）～16日（月）
▷縦覧場所　市役所１階行政情報コーナー、各計画の担当課、地域振興プラザ、平尾・若葉台出張所、
中央図書館、各文化センター、いなぎ発信基地ペアテラス、市
申回答フォーム（右記参照）
※意見はそのまま公表することがあります。個人が特定される内容は記載しな
いでください。
※口頭での意見は受け付けません。
※意見に対する回答は行いません。
※全ての意見が計画に反映されるものではありません。
先問○男女共同参画計画について＝市民協働課男女平等参画係
○観光基本計画について＝観光課観光係

　地域で福祉サービスを安心して利用できるよう、
様々な事業を行っています。
相談事業
〇判断能力が十分でない方の権利擁護相談
〇成年後見制度の利用相談
〇福祉サービスの利用・苦情相談
日月～金曜日（祝日、年末年始を除く）
時午前８時30分～午後５時
▷相談方法　来所、電話、ファクス、郵送、メール
高齢者、障害者のための法律相談（予約制）
　弁護士に遺産相続・遺言・権利侵害・財産侵害・消
費者被害・成年後見制度等の相談ができます。
日毎月第３水曜日
時午後１時30分～３時30分
保健福祉サービス苦情解決委員会
　保健福祉サービスの利用に対する苦情を受け付け、
適切かつ迅速にその解決を図ると共に、保健福祉サー
ビスの向上を図ります。
※介護保険による福祉サービスは対象外
福祉サービス利用援助事業(地域福祉権利擁護事業)
　判断能力が十分でない方（認知症・知的障害・精神
障害等）が適切に福祉サービスを利用できるよう支援
します。
　また、日常的な金銭管理や年金証書等の大切な書類
を預かります。詳細はお問い合わせください。
※相談は無料（支援を受ける場合は有料）
※判断能力のある身体障害等の方へも支援が可能な場
合がありますので、ご相談ください。
問稲城市福祉権利擁護センターあんしん・いなぎ

〔〒206－0804 稲城市百村７（福祉センター２階）〕
☎378－5459　 378-4999

kenri@inagishakyo.org

　阪神・淡路大震災以降、災害ボランティアの重要性が認識されるよう
になり、「防災とボランティア週間」・「防災とボランティアの日」が設け
られました。
　大規模災害時の被害を少しでも抑えるためには、日頃から自助による
備え、地域の皆さんで助け合う共助が必要不可欠です。この機会に災害
時におけるボランティア活動に対する理解を深め、自身の備えについて
考えてみましょう。
問防災課防災係　☎377－7119
募集しています
消防支援ボランティア
　市内で発生した地震やゲリラ豪雨等の大規模な自然災害・事故等に、
消防職員と協力し、活動の支援をする消防支援ボランティアを募集して
います。災害発生時に、消防機関とボランティアが連携し、災害活動を
行うことで、被害の軽減・拡大防止につながります。
対市内在住・在勤・在学の16歳以上で次のいずれかに該当する方
〇消防・防災活動の支援を行う意思がある
〇応急救護に関する知識がある
〇過去に消防団員、少年消防クラブ員としての経験がある
〇震災後の復旧活動の支援に必要となる資格・技術がある
申電話、窓口
先問警防課警防係　☎377－7119

▲観光基本
計画

参
加
者
募
集
し
ま
す

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で

�

国
際
交
流
し
よ
う

　
ス
ピ
ー
チ
発
表
を
通
じ
て
、
海

外
や
日
本
の
魅
力
を
グ
ロ
ー
バ
ル

な
視
点
で
考
え
ま
す
。
多
国
籍
の

方
と
一
緒
に「
国
際
交
流
」に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
詳
細
は
市

（
下
記
参
照
）を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

日
2
月
8
日（
日
）

時
午
後
1
時
〜
3
時
30
分

内
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
ス
ピ
ー
チ
発

表
・
交
流
会

申
メ
ー
ル
、「
稲
城
国
際
交
流
の
会
」

　
不
動
産
活
用
を
成
功
に
導
く
た

め
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
、
収
益
・

リ
ス
ク
分
散
を
実
現
す
る
不
動
産

再
設
計
術
、
家
族
信
託
に
つ
い
て

説
明
し
ま
す
。
詳
細
は
市

を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

日
2
月
20
日（
金
）

時
午
後
2
時
〜
3
時
30
分（
受
付
＝

午
後
1
時
30
分
〜
）

場
地
域
振
興
プ
ラ
ザ
4
階
大
中
会

議
室

定
20
人（
申
込
先
着
順
）

申
申
込
フ
ォ
ー
ム
、

フ
ァ
ク
ス〔
1
月
19
日

（
月
）〜
〕

限
2
月
19
日（
木
）

先
主
問
さ
わ
や
か
信
用
金
庫
稲
城

支
店　
☎
377
・
3 

8 

1 

1
、

378

・
2 

0 

6 

2

金
曜
サ
ロ
ン
ス
ペ
シ
ャ
ル

南
山
の
は
な
し

　
里
山
の
再
生
・
保
全
活
動
を
通

し
て
、
貴
重
な
稲
城
の
自
然
と
生

き
物
の
情
報
、
保
護
を
伝
え
続
け

て
い
る
多
村
さ
ん
が
、
稲
城
に
残

る
自
然
の
豊
か
さ
に
つ
い
て
お
話

し
し
ま
す
。

日
2
月
6
日（
金
）

時
午
後
6
時
〜
8
時

場
地
域
振
興
プ
ラ
ザ
4
階
会
議
室

講
多
村 

淑
子
氏（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
里

山
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
み
な
み
代
表
）

問
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

い
な
ぎ　
☎
378
・
2 

1 

1 

2

枯
草
火
災
を

�

無
く
し
ま
し
ょ
う
！

　
空
気
が
乾
燥
し
、
枯
草
火
災
が

発
生
し
や
す
い
季
節
で
す
。
枯
草

は
燃
え
や
す
く
、
非
常
に
危
険
で

あ
る
た
め
、
次
の
点
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

○
枯
草
等
の
火
災
が
起
こ
り
や
す

い
場
所
で
は
、
た
き
火
は
し
な
い

○
た
ば
こ
は
指
定
さ
れ
た
場
所
で

吸
い
、
ポ
イ
捨
て
は
し
な
い

○
屋
外
で
火
を
使
う
場
合
は
そ
の

場
を
離
れ
ず
、
使
用
後
は
完
全
に

消
火
す
る

○
枯
草
は
早
め
に
刈
り
取
り
、
処

分
す
る

○
風
の
強
い
日
や
乾
燥
し
て
い
る

日
は
、
屋
外
で
火
気
の
使
用
を
控

え
る

問
予
防
課
予
防
係　
☎
377
・
7 

1

 

1 

9

日
①
3
月
6
日（
金
）

②
3
月
13
日（
金
）

時
午
後
6
時
30
分
〜
8
時
30
分

内
①
労
働
保
険
の
基
本
部
分
及
び

改
正
点
、
労
災
保
険
、
雇
用
保
険

②
社
会
保
険
の
基
本
部
分
及
び
改

正
点
、
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
、

働
き
方
と
年
収
の
壁

場
東
京
都
労
働
相
談
情
報
セ
ン
タ

ー
多
摩
事
務
所
7
階
セ
ミ
ナ
ー
室

（
立
川
市
柴
崎
町
3
の
9
の
2
）

上
級
救
命
講
習
再
講
習

　
上
級
救
命
講
習
の
再
講
習
は
、

修
了
証
を
取
得
し
た
方
が
、
応
急

手
当
の
技
術
を
継
続
す
る
た
め
の

講
習
で
す
。
通
常
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
は
8
時
間
で
す
が
、
再
講
習
で

は
3
時
間
の
講
習
で
資
格
を
延
長

で
き
ま
す
。

対
3
年
以
内
に
上
級
救
命
講
習
を

受
講
し
た
方

日
2
月
12
日（
木
）

時
午
前
9
時
〜
正
午

場
上
平
尾
消
防
出
張
所
3
階

定
20
人（
申
込
先
着
順
）

内
成
人
・
小
児
・
乳
児
を
対
象
と

し
た
心
肺
蘇
生
法
等

申
申
込
フ
ォ
ー
ム（
下

記
参
照
）

限
2
月
11
日（
水
・
祝
）

先
問
警
防
課
救
急
係　
☎
377
・
7

 

1 

1 

9

▲男女共同
参画計画

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト

�

セ
ン
タ
ー
い
な
ぎ

Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
の
メ
ッ
セ

ー
ジ（
必
要
事
項
○
氏
名
○
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
）〔
1
月
20
日（
火
）〜
〕

限
1
月
30
日（
金
）

先
主
問
稲
城
国
際
交
流
の
会　

iifc_info@
yahoo.co.jp

募
集
し
ま
す

下
水
道
モ
ニ
タ
ー

対
令
和
8
年
4
月
1
日
現
在
、
18

歳
以
上
で
都
内
在
住
の
方（
公
務
員
、

過
去
に
モ
ニ
タ
ー
を
経
験
し
た
方
、

島
し
ょ
在
住
の
方
を
除
く
）で
、
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
の
閲
覧
と
メ
ー
ル
の

送
受
信
が
で
き
る
方

定
1
千
人
程
度（
申
込
者
多
数
の
場

合
は
選
考
）

内
ア
ン
ケ
ー
ト（
4
回
）の
回
答
等

▽
任
期　
4
月
1
日
か
ら
1
年
間

▽
謝
礼　
回
答
数
に
応
じ
て
図
書

カ
ー
ド
を
贈
呈

申「
東
京
都
下
水
道
局
」
内
申
込

フ
ォ
ー
ム

限
2
月
28
日（
土
）午
後
5
時

先
問
東
京
都
下
水
道
局
広
報
サ
ー

定
各
70
人（
申
込
先
着
順
）

講
大
西 

綾
子
氏（
特
定
社
会
保
険

労
務
士
）

申
電
話
、「
東
京
は
た

ら
く
ネ
ッ
ト
」
内
申

込
フ
ォ
ー
ム（
下
記

参
照
）

先
主
問
東
京
都
労
働
相
談
情
報
セ

ン
タ
ー
多
摩
事
務
所　
☎
042
・
595

・
8 

7 

3 

1

ビ
ス
課　
☎
03
・
5 

3 

2 

0
・
6

 

5 

1 

1

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・
改
修
等
助
成
制
度
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去
等
補
助
制
度

大
地
震
に
備
え
、
木
造
住
宅（
建
築
年
等
の
要
件
有
り
）を
対
象
に
、
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
・
解
体（
耐
震
除
却
）の
一
部
費
用
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
震
時
の
倒
壊
を
防
ぐ
た
め
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤

去
及
び
フ
ェ
ン
ス
等
新
設
の
一
部
費
用
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
市
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
問
ま
ち
づ
く
り
再
生
課
住
所
整
理
・
団
地
再
生
係

秘書広報課
広報広聴係

災害情報・地域情報をお知らせ！

稲城市メール配信
サービス

稲城市メール配信サービス

問

登録は、空メールを送信！


